
2。各教官の研究活動の概要

安仁屋　政　武（地球科学系）

1．甫米パタゴニアのティンダル氷河周辺の氷河地形と完新世の氷期の編年についてまとめた。

2．石川県の白山西麓地域を対象として，地理情報システムを使った地域変容研究のためのデータ

　作成とコンピューター入力を行った。

3．1993年11月初めからユ994年1月初旬まで，科研海外学術調査研究で南米パタゴニア地方（アル

　ゼンチンとチリ）に行き，氷河および氷河地形の調査を行った。

1）安仁屋政武・成瀬簾二＊・Pedro　Skvarca＊・佐藤宏昭・和田由美子（1993）甫米・南パタゴニア

　氷原中部東西に分布する2つの氷河の最近の変動，平成5年度日本雪氷学会全国大会講演予稿集，

　86．

2）成瀬簾二＊・安仁屋政武（1993）パタゴニアの氷河変動に関する流動モデル計算，平成5年度日

　本雪氷学会全国大会講演予稿集，87．

3）Aniya，M．（1993）G1acia11andforms　east　of　Mount　Mey1ixueshan　in　Yunnan　Province，China，and

　its　imp1ication　to　the　mountain　up1ift　during　the　Late　P1eistocene　and　Ho1ocene．The　Geographica1

　Bu11etin，35，72－85．

4）安仁屋政武・成瀬簾二＊（1994）リモート・センシング・データ解析による南米・南パタゴニア

　氷原の最近の氷河変動，生研フォーラム「宇宙からの地球環境モニタリング」第2回論文集，

　188－197．

5）今井勝，天田高白，阿部征雄，山口智治編著（1992）地球環境時代に生きる農林業，筑波書房，

　286pP．

天田高白（農林工学系）

1．砂防施設の機能評価に関する研究

2．立山カルデラの安全度評価に関する研究

3．山間地域の渓流空間の利用と砂防施設計画（景観及び水理面からの検討）

4．土砂災害における防災システムの開発に関する研究

5．中津川環境整備計画

6．草津・白根火山砂防計画に関する研究

○天田高白（1993）砂防学講座，砂防学会監修「土砂災害対策，水系砂防」，山海堂，第5巻一1，132pp，

89－132，第5巻一2，268pp，2－4．

○天田高白（1993）環境保全と森林の役割，木材工業，Vol．48，No．8，388－390．

○天田高白（1993）土砂災害に関する防災システムの開発・報告書，建設省土木研究所，建設省国土

地理院，財団法人国土開発技術センター，財団法人砂防・地すべり技術センター，144pp．
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石田東生（社会工学系）

　本年度は主として次の3つの分野で研究を進めた。第1は，都市化と白動車保有の進展が急激な

大都市近郊地域における，世帯内での交通行動の相互干渉，協調行動についての基礎的分析である。

これは益々複雑化する交通行動を現象面から把握分析するものである。第2は，低公害車の普及可

能性についての調査研究であり，これは91年度からの継続研究である。今年度は複数保有世帯での

自動車の使い分けの可能一性を考慮にいれた低公害車の普及可能一性についての研究を進めた。第3の

分野は，今年度から開始したもので，戦後のわが国の基盤整備政策について，重点領域や目的等の

変遷を建設白書から抽出するものである。

1）石田東生，後藤正也，久保田雅人（1993）自動車の運行状況からみた低公害車の適用可能性，環

　境システム研究，Vo1．21，pp．279－288．

2）田村　亨，石田東生（1993）交通行動の調査技法の発展，行動計量学，Vo1．20，No．1，pp．4－11．

3）黒川　洗，石田東生，谷口　守（1993）広域幹線道路整備が都市圏の交通環境に及ぼす影響，高

　速道路と自動車，Vo1．36，No．10，pp．21－28．

4）石田東生，加藤勇樹＊，谷口　守（1993）大都市近郊地域における手段・駅選択の変更行動，都

　市計画論文集，No．28，pp．73－78．

5）伊藤　雅，石田東生（1993）都道府県別乗用車保有率のパネル分析，土木計画学研究・論文集，

　No．11，pp．73－80．

6）石田東生，北井洋一＊，谷口　守（1993）筑波大学における交通の実態と意識に関する研究，土

　木計画学研究・講演集，No．16（1），pp．255－262．

宿塚暗造（応用生物化学系）

　除草剤の作用機構を研究した。グルタミン合成酵素，アセト酪酸合成酵素などを標的酵素として

確認し，グルタチオン転移酵素，P450などを解毒酵素として調べた。植物種によるイソ酵素と除

草剤作用との関係についても研究した。ニンジンの抵抗性細胞の選抜を行った。500～1000倍の抵

抗性が得られ，植継によってもその性質は維持される。標的酵素活性の増大やP450誘導による解

毒能増大を認めた。アレロ物質，生長抑制物質について調べた。

Kobkiat　Sengni1，Kenji　Usui，Kozo　Ishizuka（1993）Bensu1furon　Methy1Effects　on　Amino　Acid　and

　Protein　Leve1s　in　Cu1tured　Rice　Ce11s，Weed　Research，Japan38，259－266．

Do　Jin　Lee，Kenji　Usui，Hiroshi　Matsumoto，Kozo　Ishizuka（1993）Mechanism　of　Safening　Action　of

　Dimepiperate　on　C1omeprop　Injury　in　Rice　Seed1ings，Weed　Research，Japan38，294－299．

李度鎮，臼井健二，石塚暗造（1993）クロメプロップのオーキシン活性に対するジメピペレートの

　混合作用，雑草研究　38，112一ユ14．

Kenji　Usui，Srisom　Suwanwong，Akira　Ohno，Kozo　Ishizuka（1993）Absorption　and　Metabo1ism　of

　Bensu1furon　Methy1in　Resistant　Carrot　Ce11s，Weed　Research，Japan38．7－11．
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糸賀　　黎（農林学系）

　茨城県南域における平地林研究の一環として，江戸近世以降における平地林の成立と変遷に関す

る研究を，農林業の変遷と関連づけながら考察した。草地から畠と平地林が成立するプロセスを明

らかにした。また都市河川におけるビオトープ再生に関する研究を行った。さらに，農山村活性化

と地域資源の持続可能な利用について考察した。

1）糸賀　黎（1993）持続可能概念から自然保護の新たな枠組を求めて，国卓講演515，1－5．

2）桑畠健世・糸賀　黎（1993）農山村活性化と地域資源の持続的活用に関する基礎研究一山形県西

　川町を具体的事例として，環境科学会ユ993年会講演要旨集，1ユ2．

3）渋江桂子・糸賀　黎（1993）谷戸におけるビオトープの保全に関する研究一三浦半島野比地区を

　事例として，環境科学会1993年会講演要旨集，114．

4）柳下広司・糸賀　黎（1993）都市河川における，ホタルを指標としたビオトープ再生に関する研

　究一横須賀市岩戸川を事例として，環境科学会1993年会講演要旨集，115．

5）糸賀　黎（1993）農村環境一環境・景観・資源の特性，農村計画学会編「農村計画学の展開一，

　農村統計協会，東京，488pp，20－22．

石見．利勝（社会工学系）

　JAPAN－BANGLADESH　Joint　Study　Project　for　Prevention　and　Contro1of　F1ood　Water　in

Baig1adeshの一員として6月6日から4日間バングラデッシュを訪問し，関係者の人々と研究の

目的，研究の進め方，役割分担と協力内容等をまとめ平成6年度からの研究開始の準備をした。国

土開発セミナー（国土庁主催）のカントリーレポートセションとスタディレポートセションの議長を

つとめ討論をとりまとめた。

　日本不動産学会自主研究「韓国の土地公概念関連法のインパクトスタディ」の研究メンバーとし

て研究レポートをとりまとめた。河川環境管理財団から奨学金を受け「霞ヶ浦の環境価値に関する

研究」を実施した。

石見利勝（1993）地域イメージの研究，ニュー茨城，Vo1．25，No．7，（瑚常陽開発センター，26－27．

石見利勝（1993）まちのイメージと資産価値，不動産受験新報7，住宅新報社，30－31．

熊田・李・石見他（1993）韓国の土地公概念関連法の効果に関する分析，日韓土地政策シンポジウム

　論文集，日本不動産学会，14pp．

石見利勝（1994）発展途上国における土地管理一インドネシアにおけるケーススタディー，政策科学

　第2号，立命館大学．

臼井健二（応用生物化学系）

　除草剤や植物生理活性物質の植物への作用及び植物の反応の機構について環境影響と対応という

観点より研究している。ニンジン，イネ及びダイズ培養細胞のスルホニルウレア，イミダゾリノン

やジフェニルエーテル系除草剤の作角及び抵抗性機構を作用点について酵素学的に調べた。異物代

一94一



謝関連のグルタチオン転移酵素や薬物酸化酵素あるいは抗酸化系の選択作用性への関与について調

べた。有機酸やホルモン物質等，生体成分の作用，薬害軽減作用についても調べた。

ユ）Usui，K．，S．Suwanwong，A．Ohno　and　K．Ishizuka（1993）Absorption　and　metabo1ism　of　be平su1一

　士uron　methy1in　resistant　carrot　ce11s．Wθ〃沢θ8．，∫ψα仏38，7－！1．

2）Morinaka，H．，Y．Kitamura，K．Tsuzuki，K．Usui，H．Matsumoto　and　K．Ishizuka（1993）Effect　of

　pyributicarb　on1ipid　metabo1ism　in　gramineous　p1ants．Wθθd沢θ∫．，∫ψα〃，38，12－19．

3）李　度鎮，臼井健二，石塚白告造（1993）クロメプロップのオーキシン活性に対するジメピペレー

　トの混合作用，雑草研究，38，112－114．

4）Sengni1，K．，K．Usui　and　K．Ishizuka（！993）Bensu1furon　methy1effects　on　amino　acid　and　pro－

t・i・1…1・i…1t…d・i・…11・一肌召〃θ・・，〃α仏38，259－266．

5）Lee，D．，K．Usui，H．Matsumoto　and　K．Ishizuka（1993）Mechanism　of　safening　action　of　dime－

　piperate　on　c1omeprop　injury　in　rice　seed1ings，W〃d地8．，∫ψα〃，38，294－299．

大　澤　義　明（社会工学系）

　4月から5月まで筑波大学，7月から3月までルーバン・カトリック大学（ベルギー）にて，以下

の4テーマについて研究を進めた。

1）地図投影法と施設配置モデル

2）p－qメデイアン問題の解法と応用

3）学園都市ルーバン・ラ・ヌーヴと筑波との比較研究

4）ヨーロッパにおける市庁舎の役割とその意義

及川武久（生物科学系）

　今年度から始まった学内特別プロジェクト『地球環境変化』のメンバーとして，地球環境変化に

伴う生物圏の応答の研究を推進した。さらに，IGBP－MESCの研究の一環として，草原を対象とし

た炭酸ガスフラックスの測定にも着手した。

　ユO月に韓国で開かれた生態系・環境に関連した国際シンポジウムで招待講演を行った。11月にア

ルゼンチンで開かれたIPCCの草原生態系を対象としたリードオーサー会議に出席した。3月に学

術会議で開かれたシンポジウム『地球環境史の中の森林』で招待講演を行った。

Oikawa，T．（1993）Comparison　of　eco1ogica1characteristics　between　forest　and　grass1and　ecosystems

　based　on　dry－matter　production　mode1．7，67－78．J．Environ，Sci．（KyungPook　Nat1．Univ．）

及川武久（1993）大気中の炭酸ガス1（生物圏の変遷），91一ユ09，岩坂泰信編「生物圏から大気圏への

　化学物質の移動」気象研究ノート181号，日本気象学会．

及川武久（1993）熱帯林での物質循環，科学12月号，777－780，岩波書店．

Oikawa，T．（ユ994）Terrestria1ecosystems　under　changing　g1oba1environments，J．P1ant　Res．107；77．

Ishikawa，S．，＊Furukawa，A．，＊Okuda，T．and　Oikawa，T．（1933）Germination　requirements　in　Cακκ
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后0bα肌〃劫（Sea　Is1e）J．P1ant　Res．106，245－248．

小澤哲夫（応用生物化学系）

　植物の生殖を制御する物質を探索して応用する研究の一環として，微生物の代謝産物より花粉管

伸長を抑制する新物質を単離した。その構造解析と生理作用について日本農芸化学会大会で発表し

た。

　紅茶の高度重合色素テアルビジンを分別沈澱法とカラムクロマトグラフィーを組合せそ精製し，

色素の部分構造を化学的分解法とGC－MS法を用いて明らかにした。

　20世紀ナシの起源を推定するために，ナシ属の化学分類の指標物質の単離を行った。

1）Ozawa　T．，M．Takeshita，O．Negishi，and　H．Imagawa（1993）Po11en　Tube　Growth　Promoters

　from　the　Sty1e　of　Rんodo加〃γ㎝舳〃6γo〃α亡〃舳G．Don，Biosci．Biotech．Biochem．，57．2122－2126．

甲斐憲次（地球科学系）

1）文部省国際共同研究事業「黒河流域における地空相互作用に関する日中共同研究（HEIFE）」：

　1993年11月，京都で開催されたHEIFE国際シンポジウムの幹事をつとめた。このシンポジウム

　のセッション「放射とエアロゾル」の座長を担当し，このセッションのまとめを作成した。

2）平成5年度科学技術振興調整費「砂漠化機構の解明に関する国際共同研究」の受託研究：研究

　代表者として，砂漠化データベースの作成と気候システムの解析を推進し，報告書をまとめた。

Kai　et　a1．（1994）Oasis　effect　observed　at　the　Zhangye　oasis　in　the　Hexi　Corridor，China，Proceedings

　of　Internationa1Symposium　on　HEIFE，437－442．

Kai　et　a1．（1994）Lidar　observation　of　the　Asian　Dust（KOSA）over　the　Gobi　desert　during　the　dust

　season　of199ユ，ibid．，634－641．

Kai　et　a1．（1994）Seasona1variation　of　the　optica1thickness　over　the　Zhangye　station，ibid．，654－662．

Uchino　O．，Kai　K．et　a1．（1993）Observation　of　the　Pinatubo　vo1canic　c1oud　by1idar　network　in　Japan，

　J．Meteor．Soc．Japan．71，285－296．

杉田倫明，甲斐憲次ほか（1994）Tsukuba92：水文学・境界層気象学における異なるスケール間の

　関係解明のための共同観測計画（1）地表面から白由大気へのフラックス，ハイドロロジー，23，

　127－137．

梶原良道（地球科学系）

〔1〕海洋酸化還元史の復元：海洋酸化還元史を復元するための硫黄同位体指標の有効性を検証す

　るため，白亜紀／第三紀境界およびペルム紀／トリアス紀境界の研究に引続き，北海道のセノマ

　ニアン／チューロニアン境界における予察的研究を行い，中生代の海洋無酸素化事変に関する地

　球化学的証拠を得ることに成功した。

〔2〕鉱床形成の海洋生物地球化学規制に関する研究：わが国グリンタフ地域の鉱床の起源に関す
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l ) Kajiwara, Y., S. Yamakita* , D. Kobayashi, A. imai* (1993) Sulfur isotopic data from the 

Permian / Triassic foundary at Tenjinlnaru in the Chichibu Terrane in eastern Shikoku, Japan. 

A1414. Rep., h~st. Geosci.. U14iv. Tsukuba, 19, 59-65. 

2 ) Kajiwara, Y., K. Ishida*, Y. Tanikura, H. Ishiga (1993) Sulfur isotopic data from the Permian / 

Triassic foundary at Sasayama in the Tanba Terrane in south western Honshu, Japan. A1414. Rep.. 

lr~st. Geosci.. Uleiv. Tsuhuba. 19, 67-71. 

3 ) Kaiiwara, Y. (in press) Ocean biogeochemical controls on the Kuroko ore genesis. Chikyukagahu 

( accepted ) . 

4 ) Kajiwara, Y., S. Yamakita*, K. Ishida*, H. Ishiga*, A. Imai* (.in press) Development of a largely 

anoxic stratified ocean and its temporary massive mixing at the Permian / Triassic foundary sup-

ported by the sulfur isotopic record. Palaeogeogr. Palaeodimatol. Palaeoecol. (accepted). 
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1 ) Nakano* S., M. Hayashi* , T. Kawashima (1993) Determination of nanogram amounts of copper 

(II) by the catalytic-photometric method. Anal. Sci., 9, 695-699. 

2 ) Ozutsumi K., E. Hasegawa, M. Kurihara, T. Kawashima (1993) Structure of iron (III) and 

formation of iron (III) thiocyanato complexes in N, N-dimethylacetamide, Polyhedron, 2185-2192. 

3 ) Itabashi H., N. Teshima, T. Kawashima (1993) Simultaneous flow injection determination of iron 

(II) and vanadium (IV) based on the redox reaction with copper (II) in the presence of neocup-

roine, J. Flow Inject. Anal., 10, 215-223. 

4 ) Kurihara M., K. Ozutsumi, T. Kawashima (1993) Complexation of manganese (II) and zinc (II) 

ions with pyridine, 3-methylpyridine, and 4-methylpyridine in N,N-demethylformamide, J. Chem. 

Soc., Dalton Trans., 3379-3382. 

5 ) Teshima N, H. Itabashi, T. Kawashima (1994) Effect of ligands on the iron (III)/iron (II) 

system and its novel application to simultaneous flow injection determination of vanadium (IV) 

and vanadium (V), Anal. Sci., 10, 207-212. 
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日下部　　　功（応用生物化学系）

　甜菜粕のアラビナンを分解するλ．〃｛g〃の酵素を精製し，性質を調べた結果，このアラビノフラ

ノシダーゼは末端アラビノースを切断するが，側鎖アラビノースを切断しなかった。

　セロビオシド分解活性の強い0θ肋伽o　g伽洲のキシラナーゼの速度論的解析を行った結果，こ

のキシラナーゼは各種のアリルセロビオシドのアグリコニック結合のみを同程度の速度パラメータ

で切断した。また重合度の異なるフェニールセロビオシド糖に対する速度パラメ■タも重合度に関

係なくほぼ一定の値を示した。

1）Kaneko　S．，T．Shimasaki＊　and　I．Kusakabe（1993）Purification　and　Some　Properties　of　In－

　trace11u1ar　α一L－Arabinofuranosidase　fromλ功〃g伽伽〃な〃5－16，Biosci．Biotech．Biochem．，57．

　1161－1165．

2）Kitaoka　M＊．，K．Haga＊、Y．Kashiwagi＊，T．Sasaki＊．H．Taniguchi＊and　I．Kusakabe（ユ993）

　Kinetic　Studies　onクーNitropheny1－ce11obioside　Hydro1yzing　Xy1anase　from　Cθ吻北γづo　gづん〃8．Biosci．

　Biotech．Biochem．，57．1987－1989．

熊　谷　良　雄（社会工学系）

　都市防災に関する調査研究として，東京直下の地震に関する被害想定基礎調査において所要の助

言をおこなうとともに，従来からの東京都火災予防審議会委員として「東京直下の地震を踏まえた

地域防災力向上策等，震災対策の在り方について」に参画した。

　さらに，「平成5年（1993年）釧路沖地震」の酪農家の長期的影響調査，および「平成5年（1993年）

北海道南西沖地震」後の奥尻島青苗地区の復興状況に関する多角的な調査を開始した。また，1994

年1月にロスアンジェルス市内で大きな被害を生じたノースリッジ地震の火災・危険物被害，建築

物応急危険度判定，事後の行政対応等について現地調査を行った。

　国際会議としては，1993年11月の「国際防災会議あいち・なごや193」において“ペルーにおけ

る災害危険度算定とその適用”を，国連大学主催の「UNU　Internationa1Conference　on　Natura1

DisasterinMega－Cities」において“UrbanizationanddisastermitigationendeavorinTokyo”を発

表した。

1）熊谷良雄，栗子亜紀＊（ユ993）地震時における行動喚起指示の効果に関する実験的研究，地域安

　全学会論文報告集，No．3，117－123．

2）熊谷良雄（1993）都市の防災，JR　EAST第35巻12号，35－38．

3）熊谷良雄（1994）茨城の災害・防災，そして，都市の防災，茨城公論，No．26，9－18．

4）熊谷良雄（ユ994）ペルーにおける災害危険度算定とその適用，国際防災会議あいち・なごや193

　論文集，63－69．
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熊崎　實（農林学系）

　近年の熱帯林の変容はまことに急速である。東南アジアのボルネオ島などでは湿潤熱帯林がおお

むね伐り尽くされて，木材生産の急激な低下がみられはじめた。しかし，その一方でほとんどの森

林を失って木材の自給すら困難になってきた国々では，木材価格の上昇もあって地元の農民たちに

よる植林活動が活発になっている。熱帯林のこうした動向に関して関連する情報を収集し現地調査

で補完しながら変動の態様と要因の分析をおこなった。

1）熊崎　実（1993）地域住民による熱帯林回復のシナリオーネパール，ケニア，インド，タイでの

　動向一，水利科学，213，1－24．

2）熊崎・実（1993）アマゾンの森林開発と木材生産，もっけん24，1－8．

3）熊崎　実（1993）新たな発展をめざすICRAF，IUFROJ－News49，ユ■4，

4）金才賢，熊崎実（1993）転換期を迎えた湿潤熱帯林の開発一南カリマンタンにおけるK社

　の事業展開を中心に，季刊環境研究，91，98－104．

5）熊崎　実，渡辺弘之（1994）私たちの暮らしと熱帯林，日本林業技術協会，東京，175pp．

黒　川　　　洗（社会工学系）

　科研費重点領域「人商環境」の後期3年目にあたり，全体の成果を取りまとめ，提言の形で取り

まとめた。ここ数年は，大都市近郊の郊外の生活行動構成，高齢者の交通行動分析，途上国の交通

分析の適用可能性，地下開発，都市計画制度について研究を進めている。

　国際活動としては，国際住宅都市計画連合（IFHP）のヘルシンキ大会，リスボンの理事会出席，

国際道路会議（PIARC）の都市交通部会への参加，フィリピン大学交通研究センターのシンポジウム

の参加がある。

1）黒川　洗，石田東生，谷口　守（1993）広域幹線道路が都市圏の交通環境に及ぼす影響，高速道

　路と自動車，第36巻，第10号，pp．21～28．

2）H．S．リダサン，田村　亨，石田東生，黒川　洗（1993）開発途上国における交通行動のパネル

　分析，土木学会論文集，No．470，IV－20，pp．135～144．

3）原　禎幸，黒川　洗，、石田東生，谷口　守（ユ993）高齢ドライバーの交通行動と意識に関する研

　究，土木学会第48回年次学術講演会，pp．490～491．、

4）伊藤　雅，黒川　洗，石田東生（1993）乗用車保有のパネル分析に向けた時系列変動と地域差に

　関する考察，土木学会第48回年次学術講演会，pp．72～73．

5）Kurokawa，T、，＆S．Itoh（1993）The　Deve1opment　of　Urban　Underground　Space　in　Japan，He1－

　sinki　Congress　of　Internationa1Federation　for　Housing　and　P1anning．

河　野　博　忠（社会工学系）

　1993年7月ユ0～14日にカナダのWhist1erで開催されたThe13th　Pacific　Regiona1Science　Confer－

enceof｛heRSAIに出席し，IndirectEconomicEffectsofTransportInvestment：AnIntroductionを報
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告し，かつExecutiveSecretaryofthePRSCOとしての役割を果たし，所定の成果を収めた。

　1993年10月11～14日に北京で開催された，Internationa1ConferenceonRegiona1ScienceinDe－

ve1opingCountriesに出席し，DynamicAppraisa1oftheAsianExpresswayNetworkBenefitson

Chinaを報告し好評を得た（Manas　Chatterji編に収録中）。

　1993年11月11～14日にHoustonで開催された，The40th　North　American　Meetihgs　ofthe　RSAIに

出席し，座長を務め，AProofoftheExistenceofTinbergenMu1tip1ierontheIndirectBenefitsof

Pub1ic　Investmentを報告し所定の成果を収めた。

　1994年1月24～25日に開催されたInternationa1Seminar　in　honor　of　Takashi　Takayama　on　Recent

AdvancesinSpatia1Equi1ibriumMode1ling1Methodo1ogyandApp1icationsに出席して，上述の

China　Mode1の改良版を報告し所定の成果を収めた（P，Nijkamp編にこの系列の別の論稿を収録中）。

　平成5年10月16～17日に青山学院大学で開催された第30回日本地域学会年次大会を開催委員長と

協力して，事務局長として壷力し多大な成果を収めた。特に日本地域学会30周年記念大会としても

盛況であり，十分な成果を収めた。続く18日（月）には環太平洋地域学大会機構（The　PRSCO　ofthe

RSAI）事務局と財団法人産業経済研究協会との共同主催で日本地域学会協賛の第5回国際シンポジ

ウム～東北アジアの経済協力～を，国際地域学会（The　RSAI）から3名の著名な役員（P．Nijkamp，L．

J．Gibson，＆G．J．D．Hewings）を招耳専して，開催し所定の成果を収めた。

1）河野博忠（1993．4．15）“動学的地域問産業連関プログラミング・壬デル，”1地域産業連関分析

　入門（V－1）’「イノベーション＆I－Oテクニーク」第4巻第2号，環太平洋産業連関分析学会，

　pp．67－92．

2）Kohno，H．，＆M．Ide（1993，Oct．17）“Indirect　Economic　Effects　of　Transport　Investment：An　In－

　troduction，”H．Kohno＆Peter　Nijkamp（Eds．）Po歩舳〃α18α〃Bo閉舳θo后8伽助α向α1Eo㎝㎝π｛61）θ一

　〃θ1o榊舳τ一Fω姑c〃桝伽Hαωγゲ1）グγα∫〃ん肋o0づ3〃一，Springer－Ver1ag，Heide1berg，pp．168－195．

国府田　悦　男（応用生物化学系）

　高分子化学と生物化学を基礎とし，環境保全への応用が期待されるファインケミカル材料及びエ

コマテリアルに関して，基礎と応用の両面から研究を行った。主として用いた材料は高分子ゲルで

あり，（i）生物化学系のエネルギーを力学系のエネルギーに変換出来るバイオケモメカニカルシステ

ム，（ii）生体系と類似な機能を持つ機能性固定化生体触媒の分子設計と調製に関して集中的な検討を

行った。

1）Kokufuta　E．，Y．一Q．Zhang＊，T．Tanaka＊，A．Mamada＊（1993）Effects　of　Surfactants　on　the　Phase

　Transition　of　Po1y（W－isopropy1acrylamide）Ge1，Macromo1ecu1es，26．1053－1059．

2）Kokufuta　E．（1993）Nove1App1ications　for　Stimu1us－sensitive　Po1ymer　Ge1s　in　the　Preparation

　of　Functiona1Immobi1ized　Biocata1ysts，Adv．，Po1ym．Sci．，110，157－177．

3）Kokufuta　E．，T．Tanaka＊，S．Ito＊、O．Hirasa，S．Fujishige＊，A．Yamauchi＊（1993）Thermo－

　sensitive〃一〃一Propu1acry1amide　Ge1s，Phase　Transitions，44，217－225．
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4 ) Kokufuta E. (1993) Configuration of Polyelectrolytes Adsorbed onto the Surf~ce of Microcap-

sules, Amer. Chem. Soc., Symp. Ser., N0.532, 85-95. 

5 ) Tanaka T* ., M. Annaka* , F. Ilmain* , K. Ishii* . E. Kokufuta. A. Suzuki* , M. Tokita* (1993) 

Phase Transitions of Gels In: "Mechanics of Swelling," NATO ASI Series, Vol. H64 (T. K. Karalis, 

Ed.), Springer-Verlag, Berlin, Heidelberg, pp.683-703. 

~~EEI - ~~ (i~~~~~~'!~~~~) 
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~~ LC~l{~~U r7ilk"~I~l~)7~J~~~~'7Y~~rf~~~~~~~Cf~~~t~)~~~/t~~ j OV~C~~~f *t*~~,~TV);~~~~f~~~i~~~~~4'*･~F~~ 

1 ) ~~LLI~",~t~; ･ LLl~l ~~~~ ･ ~~Ell ~~ ~,~~;EH: ~~(1993) ~~~li~i~~;z~~~~~~'~r~L~ r~~)~) ~~~~~~ ~~~~; 

~)~~~~5tci~i~~~;~~lr4'~~'~~)~:~~- /¥4 h ~llT~ v( H~;7~~~~;4"~~~~~--"d~*･.), 23, 155-168. 

2 ) Kotoda, K. and Liu, J. (1993): Evalution of estimation method of evapotran-spiration and sensi-

ble heat flux in HEIFE, Proceedings of Inter. Symp. on HEIFE, Kyoto Univ., Kyoto, Japan. 499-506. 

3 ) Taniguchi. M., Kaihotsu, I. and Kotoda, K. (1933): Environmental tracer studies on subsurface 

water in the HEIFE river basin, China, Proceedings of Inter. Symp. on HEIFE, Kyoto Univ., Kyoto, 

Japan. 174-181. 

4 ) Kaihotsu, I.. Taniguchi, M. and Kotoda, K. (1993) : Soil water movement in the Zhangye oasis 

area in gobi, China, I, Proceedings of Inter. Symp. on HEIFE, Kyoto Univ., Kyoto, Japan. 182-187. 

5 ) Kaihotsu, I., Taniguchi, M. and Kotoda, K. (1993) : Soil water movement in the Zhangye oasis 

area in gobi, China, II, Proceedings of Inter. Symp. on HEIFE, Kyoto Univ., Kyoto, Japan. 188-194. 

6 ) Liu, J. and Kotoda, K. (1993) : The mean wind speed profiles in the surface layer of the 

atmosheric boundary layer under non-neutral conditions, Proceedings of Inter. Symp. on HEIFE, 

Kyoto Univ., Kyoto, Japan. 277-285. 

~~ ~ ~: 5E (~t~g~~~=~:) 

'~:T~) h ~~ y ~ ;~ ccOV*C~~*~tt!~~'4T'~" t..~. 

l ) -'/)* ~7;~ ~~)~~~,~>+~L,~",~ 

2 ) ~~7 ~') ~)~i~~~~~~t^'****~ 

~t,_- r)~~~~-~~~~~='~~~*.~i~~J ~:~f ~~..~~~yt]~~) ~~~~LC A~l~~H~~-~l ~~e~;~~~~Uv>~~~ ,~,~~~:Lk** 
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佐久間　泰　一（農林工学系）

1．昨年度に引き続き生産環境に悪影響を与える休耕田に関する研究を行った。圃場の整備水準と

　休耕田の関係を定量的に考察し，戦前の耕地整理もされていない未整備の水田，戦前の耕地整理

　がされた水田，戦後約20年問に区画整理された水田，昭和39年以降整備された水田の順に休耕田

　の面積が少なくなりやすいことを明らかにした。

2．傾斜地と平坦地の水田の圃場整備の違いを事例調査によって検討した。

多田　敦，佐久問泰一，小出　進：（1994）緩傾斜地・中山間地における合理的農道構造に関する研

　究，平成5年度科学研究費（一般研究B），54pp，3－34．

佐久間泰一，多田　敦，豊満幸雄：ハス田の圃場の現状と圃場整備の問題点（農業土木学会論文集

　投稿予定）

佐藤　俊（歴史・人類学系）

　今年度は，一般研究（B）「市場流通網におけるパトロン・クライアント関係に関する経済人類学

的比較研究」の研究代表として，研究の総括をおこなうと同時に，東北アフリカの遊牧民，ガリ社

会とレンディーレ社会におけるパトロン・クライアント関係の経済人類学的研究を行った。さらに，

一般研究（B）「地理情報システムによる環境保全型山村社会の研究」を分担して，白山麓の山村生

活に関する生態史的研究を行った。

1）Sato，S、，（1992）The　came1trust　system　in　the　Rendi11e　society　of　northern　Kenya，λ〃化αη∫肋Φ

〃㎝・gγα〃い3（2），69－89．

2）佐藤　俊（！993）平原に生きるラクダ遊牧民，週刊朝日百科：動物たちの地球，933号：26－27．

3）佐藤　俊（1993）北東アフリカにおける商業牧畜と地域商業網，学術月報，46（5），444－451．

佐藤親次（社会医学系）

　平成6年度，前年度から継続の文部省科学研究費課題である，「老人におけるニオイ刺激の精神・

心理的影響について一マイクロカプセル曝露法による一」（一般研究C；代表），「司法精神鑑定の

データベース化と判断の客観的基準作成の研究」（一般研究B；分担）および「アルコール離脱症状

の遺伝疫学的研究」（一般研究B；分担）の研究を行った。また，1993年度世界精神保健会議（1993

Wor1d　Congress，Wor1d　Federation　for　Menta1Hea1th，Aug．23－Aug．27，in　Makuhari．）のプログラム

委員として活動し，同時に19件の発表を行った。

ShinichiroNanko，TakakoKonishi，ShinjiSatohandHachiroIkeda．：ACaseofSchizophreniawitha

　Dicentric　Y．Chromosome．JPn　J．Human　Genet．38，229－232，ユ993．

Takako　Konishi，Shinji　Satoh，Nobuaki　Morita，Takayuki　Okada　and　Susumu　Oda1Mother－Child　Rela－

　tionships　in　Cases　of　Fe1icide．Acta　Criminologiae　et　Medicinae　Lega1is　Japonica59（6），260－271．

　1993，

Shinji　Satoh．Nobuaki　Morita，Katsunori　Kusumoto，Yuki　Satsumi，Ichiyou　Matsuzaki，Takako
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Konishi, Takayuki Okada, Hajime Tanabe, Mari Yamada, Susumu Oda and Takashi Nakano: Mental 

Health in Family Members Living with Elders. The Japanese Journal of Psychiatry and Neurology 

47(4), 801-809, 1994. 

Susumu Oda, Shinji Satoh: Religion, Culture and Mental Health. Proceedings World Federation for 

Mental Health, p.568, 1993. 

Takayuki Okada, Shinji Satoh, Nobuaki Morita, Katsunori Kusumoto, Takako Konishi, Susumu Oda: 

Operational Typology on Shizophrenic Crimes: Dynamic Diagnostics in Forensic Psychiatry Expert 

Testimony. The Japanese Journal of Psychiatry and Neurology 47(4), 949-950, 1994. 
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~~~ '~~~!~~~~I~_~~~a)~~~{~;Rl~ ~~~i~.~~~~)~~Ft,l~} ~ a)~ 1) f~~~~~./.'~=***~!~~f;~i~~f~ ~~~ 

2 ) E7eterobacter sp. ~~~~~~t~)~I(~l~~~~~;~~~~*~.~_~e~~)V~C~ ~ ~ ~7 ~ ~ 4 ~~~4 -~/ ~ :/ ~i~3 ~ f~~ ~ f..-. 

3 ) 4~'~~~~~Ft;~+r~~~'~~~.~i~~~~ ~~);~ B Z ~~,t;~,~1J;~l U~ ~~l~tp~(~H~~ ~L}~~::t;~7~;~~~j)~~ - :/ ~i~~~~fE~~ 

~~ ~~~~~~cC ~~ ~ ~"~~~ Lf,_". 

Shimada A., l. Nakamura (1993) Depressed recognition of tryptophanase for tryptophan enantiomers 

in highly concentrated ammonium phosphate solution, Amino Acid 5, 110. 

Shimada A., S. Yuasa* (1993) Column chromatogtaphic resolution of chemically unmodified amino 

acids and its application for different purpose 5, 137. 

Nishio M., A. Shimada. I. Nakamura, H. Hashimoto*, T. Yamaguchi* (1994) Visualization of polygon-

al patterns in excitable media, Dynamism and Regulation in Non-linear Chemical Systems, in press. 
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下條信弘（社会医学系）

　中国最大の重工業地帯である沈陽の金属ヒュームで暴露された労働者を対象として，健康調査を

行った。その結果，頭髪中の重金属は血中から移行したものよりも外部から付着したものの方が多

いことを明らかにした。また水銀蒸気で暴露された労働者の血清中の甲状腺ホルモンは，特にT4

濃度が上昇しており，水銀の気中濃度がO．04mg／m3の場合には甲状腺に異常を来すことを明らか

にした。しかし，塩化第二水銀を投与したラットでは逆に水銀濃度に依存して低下した。

1．Shimojo　N．，Sun　G．F．，Li　S．，Arai　Y．and　Tabata　K．，（1993）Effect　of　extraneous　g1utathione　on

　anti－mercuric　toxicity　to　organic　g1utathione　and　thyroid　hormone，Second　Asia－Pacific　Symposium

　on　Environmenta1and　Occupational　Hea1th－Toxico1ogica1Studies．

2．Sun　G．F．，Shimojo　N．，Li　S．and　Arai　Y．，（1993）Effect　of　inorganic　mercury　exposure　on　Thyr－

　oid　Hormone，Second　Asia－Pacific　Symposium　on　Environn1enta1and　Occupationa1Hea1th－

　Toxico1ogica1Studies．

鈴木雅和（芸術学系）

1　植栽デザインにおける緑地植物の特性に関する研究

2　各種公園緑地の計画設計に関する研究

3　集合住宅地の開発における環境問題の構図に関する研究

4　環境デザインにおける情報処理技術の応用に関する研究

1）渡辺達三・鈴木雅和（1994），緑地植物の栽培・繁殖・育種・管理・利用におけるエキスパート

　システムの開発（文部省科学研究費試験研究（B）（I））研究成果報告書，73pp．

2）鈴木雅和　菅野博貢＊（1994），都市近郊における墓地設置に関する住民の意識比較と計画のあ

　り方に関する研究，造園雑誌，58（5），印刷中．

3）坂口次郎・鈴木雅和（1994），筑波研究学園都市における2本立街路樹に関する植栽デザイン的

評価，造園雑誌，58（5），印刷中．

4）鈴木雅和・菅野博貢＊坂口次郎（1994），（仮称）瓜連町ふれあいスポーツ広場基本計画報告書，

国際科学振興財団，74pp．

5）斉藤　馨＊・鈴木雅和（1994），造園計画における情報化（3）植栽景観設計システムの設計・応

用，造園雑誌，57（3），301－307．

関　李紀（化学系）

　低レベルの放射性核種の環境中における挙動を研究した。特に，表層土壌中のヨウ素の挙動を調

べるため，福井県の森林土壌，茨城県つくば市で畑，水田の土壌，東海村で砂質土壌を採取し，各

土壌の成分と吸着率の関係を調べた。

　深層地下環境における放射性ヨウ素の吸着材の研究を行った。

　筑波研究学園都市における住環境を調査するため環境放射線の測定を行った。
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1）Assinder　D．J．，Yamamoto　M．，Kim　C．K．、Seki　R．，Takaku　Y．，Yamaguchi　Y．，Igarashi　S．，Komura

K．，Ueno　K．（1993）Radioisotopes　of　Thirteen　E1ements　in　Intertidal　Coasta1and　Estuarine　Sedi－

ments　in　the　Irish　Sea，J．Radioana1．Nuc1．Chem．，Artic1es，170，333－346．

高　橋　三保子（生物科学系）

　活性汚泥に出現する4種の生活型の異なる原生動物と細菌類との混合連続培養を行い，基質除去

能・凝集性・定着について解析した。原生動物ゾウリムシの性認識分子の単離をめざし，性認識反

応を阻害するモノクローナル抗体の作製に取組み，目的の抗体を得ることに成功した。国際学会ユ

回，国内学会7回の研究発表を行った。

1）高橋三保子（1993）原生動物，田中武夫他編「冷凍空調便覧」，日本冷凍協会，514pp，433．

2）高橋三保子（ユ994）繊毛虫行動の分子生物学，蛋白質核酸酵素，39，128－136．

3）Hori　M．，M．Takahashi（1994）Phenotypic　conversion　of　mating　type　specificity　induced　by　mic－

　roinjection　of　macronucleop1asm　in　Pα”α伽θ6〃〃6α〃α肋閉．G召〃北α1肋∫θακん（in　press）．

田　瀬　則　雄（地球科学系）

　文部省科学研究費では，1）「農業系物質の水系への流出経路と形態に関する研究」（一般B）では

長野県菅平において窒素および殺菌剤PCNBを対象に調査を開始，2）「湿潤熱帯植生系ににおける

水循環」（国際学術，代表：櫃根　勇）ではスリランカにおいて現地調査を実施，3）「岩盤内地下水

が水循環過程に及ぼす影響の定量的評価に関する研究」（一般A，代表：嶋田　純）では今市扇状地

において安定同位体分析から検討，4）「有機塩素系化合物に起因する地下水汚染の検知技術の改良

と汚染規模の定量化手法の開発」（試験B，代表：新藤静夫）では関連文献のレビュータを行った。

また，国立公衆衛生院よりの受託研究として，廃棄物処分地におけるモニタリングシステムの検討

を継続して行った。さらに，日本における安定同位体観測ネットワークの構築を始め，50地点余り

において月降水を採取し始めた。

1）田瀬則雄（1993）水文プロセスとトレーサー一課題と展望一，ハイドロロジー，23，83－89，

2）Tase，N、，Arai，H．，Suzumura，T．（1993）Use　of15N　isotope　as　a　natura1tracer　for　eva1uating

　se1f－purification　in　the　Tamagawa　Jousui　Channe1，IAHS　Pub1．，No．215，225－231．

3）横山卓生＊，開発一郎＊，田瀬則雄，宮下雄次（1933）降雨に伴う自然流域都市河川の流出特性

　と水質一榎川試験流域における水質・同位体水文観測結果を例として一，環境科学会誌，6，

　111一ユ19．

4）Nakano，T．，Tazawa，K＊．，Na，C＊．，Tase，N、，Itoda，N＊．，Kaneshima，H＊．（1993）Sr　isotopic　com－

　position　of　sta1actite　in　the　cave　of　Gyokusendo，Okinawa，Ann．Rep．，Inst．Geosci．，Univ．Tsukuba，

　No．19，79－82．

5）伏脇裕一＊，田瀬則雄，古藤田一雄，浦野紘平＊（1994）野莱栽培地域における殺菌剤ペンタク

　ロロニトロベンゼン及び分解代謝物質の動態；衛生科学，40，39－48、
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多　田　　　敦（農林工学系）

1．中山間地の農業は，生産性からみて不利であるため，また過疎化，老齢化がすすむ中でその荒

　廃が心配される。一このような地域は，生産力のみならず居住域として，また防災・景観保全上も

　その耕地を保全しなければならない。茨城県北部を申心に，どのように整備すべきかについて調

　査を行った。

2．平坦地においては，農業が大規模化した場合の諸課題について，農地の視点から調査を行った。

1）多田　敦，佐久間泰一他（1993）農業技術センターと土壌，筑波大農林研報，5，133－140，

2）多田　敦，佐久問泰一，小出　進＊（ユ994）緩傾斜地・中山間地における合理的農道構造に関す

　る研究，平成5年度科学研究費補助金（一般研究B）研究成果報告書，！－54．

3）Tada　A．Toyomitsu　Y＊．，Yang　J．，Lei．P＊．（1994）Paddy　fie1ds　in　China，JSIDR（農業土木学会刊

行予定）．

田　中　秀　夫（応用生物化学系）

　閉鎖系環境（バイオリアクター）における微生物細胞および植物細胞の挙動の定量化，適応現象の

解析および最適環境制御法の確立について研究している。本年度は，

1．混合培養系による有用物質生産

2．光合成細胞用のバイオリアクターの開発

3．’植物細胞による有用物質生産法の開発

などを主たる研究項目として取り上げ検討を行った。

ユ）Takebe　H＊、，M．Matsunaga＊，O．Hiruta＊，A，Satoh＊and　H．Tanaka（1993）Effect　of　oxygen　par－

　tia1pressure　on　bia1aphos　synthesis，sugar　metabo1ism　and　the　activity　of　tricarboxy1ic　acid　cyc1e

　enzymes　in　submerged　cu1ture　of∫肋μ㎝ηoθ8伽9γ08coμo洲．J．Ferment．Bioeng．，75，283－287．

2）Lee　S．，M，Yajima　and　H．Tanaka（ユ993）Use　of　food　additives　to　prevent　contamination　during

　fermentation　using　a　co－immobi1ized　mixed　cu1ture　system．J．Ferment．Bioeng．，75，389－391．

3）Shindo　S＊．，H．Sahara＊，S．Koshiho＊and　H．Tanaka＊（1993）Control　of　diacety1precursor［α

　一acetoユactate］formation　during　a1cohol　fermentation　with　yeast　ce11s　immobi1ized　in　a1ginate　fibers

　with　doub1e　ge11ayers　J．Ferment．Bioeng．，76，199－202．

4）Yokotsuka＊K．，A．Otaki＊，A，Naitoh＊and　H．Tanaka（1993）Contro11ed　simu1taneous　deacidi－

　fication　and　a工coho1fermentation　of　high－acid　graわe　must　using　two　immobi1ized　yeasts，∫o〃203αo－

　○ん舳o肌ツo召8力㎝必2and∫αoc肋γ㎝リoθ∫cθγωづ∫｛αθAm．J．Eno1．Vitic．、44，371－377．

5）Tanaka　H．，M．Uemura，Y．Kaneko　and　H．Aoyagi（1993）Estimation　of　ce11biomass　in　p1ant　ce11

　suspensions　by　the　osmotic　pressure　measurement　of　cu1ture　broth．J．Ferment．Bioeng．，76，

　501－504．
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谷　口　　　守（社会工学系）

　交通施設整備が都市環境に及ぼす影響，郊外地域における交通行動分析，環境創造のための成長

管理政策に関する研究を行った。また，文部省科学研究費，一般研究の共同研究者（代表：石田東生）

として，低公害車の普及可能性に関する検討を行った。4月には技術革新と都市形態に関する国際

ワークショップに出席，論文発表，討議を行った。

1）Taniguchi　M、，D．Nakagawa＊，T．Toda＊（1993）The　Changing　Urban　Hierarchy　of　Japan，4th　In－

　ternational　Workshop　on　Techno1ogica1Change　and　Urban　Form：Productive＆Sustainab1e　City，

　U．S．A．（in　press）

2）黒川　洗，石田東生，谷口　守（1993）広域幹線道路整備が都市圏の交通環境に及ぼす影響，高

　速道路と白動車，第36巻，第10号，pp．21～28．

3）石田東生，加藤勇樹，谷口　守（1993）大都市近郊地域における手段・駅選択の変更行動，第28

　回日本都市計画学会学術研究論文集，pp．73～78，

4）石田東生，北井洋一，谷口　守（1993）筑波大学における交通の実態と意識に関する研究，土木

　計画学研究・講演集，No．16（ユ），pp．255～262．

5）原　禎幸，黒川　洗，石田東生，谷口　守（1993）高齢ドライバーの交通行動と意識に関する研

　究，土木学会第48回年次学術講演今，pp．490～491。

谷　村　秀　彦（社会工学系）

1．科研総合研究A「高齢者の視聴覚機能減退シミュレーションによる地域生活空問の情報環境評

　価」の代表者として，主にシミュレーターの開発を担当した。

2．科研一般研究B「地域施設の立地性向・利用行動のモデル化と均衡シミュレーション」の代表

　者としてモデルの開発を担当した。

3．新医療施設開発振興財団の助成金により「医療需要の多様化に対応する新医療施設のプロトタ

　イプに関する研究」を実施し，カリフォルニアで実施調査を行った。

4．「USJapan　Met．opo1itan　P1aming　Exchange」の日本側委員長として93年7月にニューヨークで，

　国際会議を主宰した。

1）谷村秀彦（1993）在宅高齢者の居住態様と家族環境に関する研究（2），住宅総合研究財団研究年

　幸皮，　19，　237－248．

2）谷村秀彦（1994）人にやさしい街づくり，茨城公論，茨城県企画政策研究会，26，2－8．

手塚敬裕（化学系）

　国際会議，KISPOC－V（九州物理有機国際会議）において反応の立体効果としてSTECAR効果を

発表（口頭）した。また，第43回有機反応化学討論会（京都）においても上記STECAR効果を発表した。

　一方でProf．Dr．V．Wisknmpと共同で実験室におけるリサイクリング法につき論文を発表した。

　α一アゾヒドロペルオキシド過酸化物の合成と光合成阻害の研究（共同）を発表した。
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1）Tezuka，T，T．Masuko（1993）On　so1vo1ysis　rate　acce1eration　by　steric　ionic　po1arization　effect

or　STECAR　effect　induced　by　nonbonding　gauche　attractive　interaction　in　sterica11y　crowded　terti－

　aryacyc1icderivatives．ACasestudy，KISPOC（KyushuInytrnationa1SymposiumonPhysical

Organic　Chemistry），5，68－71．

2）手塚敬裕，増子　崇，佐藤元則（1993）SN1反応における立体加速現象のSTECAR概念による

解析，有機反応化学討論会研究発表講演予稿集，43，10－13．

3）Ando，W．，H．Aoyama，T．Konno，K．Okamoyo，T．Tenzuka（1994），V．Kiskamp＊（1994）Eine

japanish－deutsuche　Zusammenarbeit　in　der　Chemieausbi1dung，Chemie　fur　Labor　und　Biotechnik45

（2），76－79．

4）Seki，S．，T．Tezuka，T．Yamashita（1993）α一Azohydroperoxide，a　new　photosynthetic　reaction　in－

hibitor．Weed　Research，Japan，38，ユ59－166．

土　肥　博　至（芸術学系）

1．筑波研究学園都市の都市形成過程に関する研究

2．混住農村地域における居住環境計画の研究

3．レジャー環境の整備に関する計画学的研究

4．都市景観計画に関する基礎的研究

5．都市・地域の景観デザインの実態調査

6．リゾート地域の景観変容に関する研究

7．都市空問の把握，認知方法に関する研究

1）土肥博至，馬上奈美（1993）レジャーの実態とレジャー環境に関する研究W，日本建築学会大会

　学術講演梗概集93年度，123－126．

2）橋本　崇＊，土肥博至（1993）都市景観における動的要素の影響について，日本都市計画学会学

　術研究論文集28，607－6！2．

3）土肥博至（1993）日本におけるニュータウンの出発と展開，建築とまちづくり197号，6－11．

4）土肥博至，田中一成，田中奈美，村上真祥，河津　玲（1994）筑波研究学園都市居住者の評価と

　定住条件に関する研究，筑波の環境研究15，印刷中．

5）土肥博至，村上真祥，河津　玲（1994）筑波研究学園都市における民有地の市街化について（IV），

　筑波の環境研究15，印刷中．

中　原　患　篤（応用生物化学系）

　微生物を用いたエコマテリアルの開発，環境保全技術の開発，省エネルギー型の変換プロセスに

よる有用物質の生産および微生物機能の生理化学的解明について研究を行い，成果を得た。（1）微

生物による機能性ポリリンゴ酸の生産とその物性，（2）環境汚染物質である糖蜜色素，メラノイジ

ンの微生物分解，（3）プラスチック特にポリウレタンの微生物分解，（4）微生物変換法による光学活
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性なヒドロキシ酸の生産。

1）Nagata　N．，T．Nakahara，T．Tabuchi＊（1993）Fermentative　production　of　po1y（β一L－ma1ic　acid），

　a　po1ye1ectro1ytic　biopo1yester，byλ〃θoわα8〃伽榊sp．，Biosci．Biotechnol．Biochem．57，638－642．

2）Nagata　N．，T．Nakahara，T．Tabuchi．（1993）Characterization　of　po1y一（β一L－ma1ic　acid）produced

　by　A〃召obα∫〃伽肌sp．A－91，Po1ymer　Journa125，585－592．

3）Kitamoto　K＊．，T．Nakahara（1994）Iso1ation　of　L－methionine－enriched　mutant　of　K〃〃〃o榊ツ6θ8

　1αo亡兆grown　on　whey　permeate，Process　Biochemistrチ29，127一ユ31．

中　村　以　正（応用生物化学系）

　大学や研究機関から排出する有害物質含有廃液や生物検体の適正処理と技術移転等をねらいとし

た国際シンポジウムを主催し，研究発表を行った。有害廃棄物の適正な制御のための技術的事項を

まとめ出版した。

　微生物の産生する菌体外多糖について研究した。廃水の生物学的処理におけるポピュレーション

ダイナミクスについて研究した。自然環境下における組換え微生物の環境修復への利用の際の安全

対策についての調査研究に参加した。

1）Nakamura，I，et　a1．（1993）Environmenta1education　and1aboratory　waste　treatment　in　the

　Japanese　Universities，Proceedings　of　the　First　Asian　Symposium　on　Academic　Activity　for　Waste

　Management，105－108．

2）Korenaga，T＊．，S．Shinoda＊，I．Nakamura，H．Tsukube＊（1994）Hazardous　waste　contro1in　re－

　search　and　education，CRC　Press，Inc．437pp．

中村　　徹（農林学系）

・9－10月に科学研究費の考古学チームの一員として，シリアアラブ共和国に行き，植生調査を行っ

た。

　11月に科学研究費のスギ科調査チームの一員として中華人民共和国に行き，メタセコイア，コウ

ヨウザン，ウンナンメギの森林調査を行った。

・2月に科学研究費のスギ科調査チームの一員としてオーストラリアに行き，タスマニアスギの森

林調査を行った。

1）大庭喜八郎，河崎久男＊，倉本哲嗣，津村義彦＊，戸丸信弘，内田僅二，中村　徹，奥泉久人＊，

　陶山佳久＊，モハマド＝ナイム，高橋誠，戸丸智恵美（1992）スギゲノムの遺伝子及びRFLPの

　連鎖分析におけるアイソザイム遺伝子座の橋渡し方式に関する研究I，劣性標識遺伝子ホモ個体

　の利用と胚致死遺伝子による分離比の偏りの補正，筑波大学農林技術センター演習林報告　8，

　139－273．

2）Mohammad　Naiem，Yoshihiko　Tsumura＊，Kohji　Uchida，Toru　Nakamura，and　Kihachiro　Ohba

　（1993）Linkage　of　a11ozyme1oci　in　Japanese　red　pine（Pinus　densif1ora），Canadian　Jouna1of　Forest
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Research，23，680－687．

西尾建彦（化学系）

1．有機硫黄化合物の光化学反応

　　チオアミド基を持つ化合物は農薬や医薬品などに多く見られる。これらの光分解代謝過程との

　関連から有機硫黄化合物，とくに環状チオアミド化合物の光化学反応を検討した．。その結果，チ

　オアミドとアルケンとの光［2＋2］環化付加反応に由来するいくつかの新しい反応を見いだし

　た。

2．含硫黄複素環化合物の合成

　　チオネーション試薬として知られているLawesson試薬とヒドロキシアミド化合物の反応によ

　る簡便な硫黄を含む複素環の合成法を開発した。また，この試薬によるアルコールのチオールヘ

　の新規な変換法も見いだした。

1）Nishio　T．（1993）A　Direct　Conversion　of　A1coho1s　into　Thiols，J．Chem．Soc．，Perkin　Trans．1．

　1993．1113－1117．

2）Sakamoto　M＊．，M．Takahashi＊，T．Fujita＊，S．Watanabe＊，L　Iida，T．Nishio，H．Aoyama（1993）

　So1id　State　Photochemistry：“Abso1ute”Asymmetric　Oxetane　Synthesis　from　an　Achira1Acyg1ic　Im－

　ide　Using　the　Chira1Crysta1Environment，J．Org．Chem．58．3476－3477．

3）Kohmoto　S＊．，T，Funabashi＊，N．Nakayama＊、T．Nishio，I．Iida，K．Kishikawa＊，M．Yamamoto＊，

　K．Yamada＊（1993）Stabi1ity　of　Norcaradienes．A．De1icate　Contro1by　C－7Substituents，J．Org．

　Chem，58．4764－4766．

4）Nishio　T、，Y．Mori，A，Hosomi（1993）Photochemica1Reactions　of　Benzothiazo1e－2＿thiones，J．

　Chem．Soc．，Perkin　Trans．1．1993．2197－2200．

5）Nakayama　J＊．，A，Mizunuma＊，I．Akiyama＊，T．Nishio，I．Iida（1994）Synthesis　and　Character－

　ization　of　Tetraethy1ethanedise1enoamide，Chem．Lett．1994，77－80．

東　　照雄（応用生物化学系）

　日本土壌肥料学会（4月，沖縄）3課題，同関東支部会（10月，束京）2課題の口頭発表を行った。

文部省在外研究員（短期，7－8月）として，Waite　Agricu1tura1Institute，U．iversity　of　Adelaide

（Glen　Osmond，Ade1aide，Austra1ia）にて，「土壌腐植酸の固体13C－NMRスペクトルによる構造解析」

の研究を行った。南大東島および喜界島の環礁および隆起サンゴ礁上の土壌調査を行った（94年3

月，文部省科研費）。フィリピン火山灰土申の植物珪酸体分析，森林土壌中のカルボン酸の動態，

黒ボク土浸食畑の牧草栽培と耐水性粒団の形成，森林生態系における土壌溶液の環境科学的研究，

人為的植生遷移（造林）による腐植の形態変化，森林土壌の酸性雨に対する土壌緩衝能の成分別評価，

八溝山系の水質特性，土壌中のPCNBの定量法の開発，などの諸研究課題に取り組んだ。

1）東　照雄（1993）火山灰土（黒ぼく土）地理・地図資料，5，8（帝国書院）．
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2）東　照雄（ユ993）土壌の事典，568p．（分担執筆），朝倉書店．

3）Tani，M．，Higashi，T．and　S．Nagatsuka（1993）Dynamics　of　Low－Mo1ecu1ar　A1iphatic　Carboxy1ic

　Acids（LACAs）in　Forest　Soi1s，！．Amounts　and　composition　of　LACAs　in　different　types　of　forest

　三〇i1s　in　Japan，Soi1Science　and　P1ant　Nutrition，39（3），485－495．

氷鉋揚四郎（農林工学系）

　集積の効果が存在する情報発展都市での在宅勤務が通勤混雑および労働環境に与える影響を分析

し，地価，住宅，労働時問，余暇，交通混雑等の空間特性を解明した。マーシャル・タイプの生産

の外部経済効果が存在する経済における市場解VS．最適解を分析し，公共投資の（発生）直接便益と

（帰着）間接便益を上仁較した。不確実性下における土地税制の空間的，動学的影響を分析した（13回

PRSCO，30回JSRSAI，1993年秋季ORSJで発表）。

ユ）Shibusawa，H．＊，and　Y．Higano（1993）Optima1Land　Assignment　for　the　Transportation　and　the

　Equi1ibrium　vs，Socia1Optima　in　the　Te1ecommuting　City，∫肋d加8伽肋gづ㎝α1∫o加〃cθ，23（1），

　ユ31－154．

2）大内丈士＊・氷鉋揚四郎（1993）不確実性の下における地主の独占行動と税の及ぼす影響につい

　て，地域学研究，23（ユ），57－73．

3）船橋　健＊・氷鉋揚四郎（1993）生産の外部性が存在する場合の公共投資便益の計測，日本OR

　学会秋季研究発表会アブストラクト集，pp．22－23．

4）氷鉋揚四郎（1993）情報発展都市のシミュレーション分析，The　INTER研究論文集，p．160，

5）氷鉋揚四郎・渋澤博幸＊（1994）情報発展都市の一般均衡分析一混雑と在宅勤務一，多賀出版，

　東京，307pP．

久　鳥　　　繁（応用生物化学系）

　日本の白然環境回復・保持を過疎地の地域振興により軽減する事を念頭に組織培養による地域特

産物の増殖と技術の簡易化をシオデおよび柑橘について検討を進めた。また，地球環境維持保全あ

るいは農業生産を考え，環境ストレス耐性植物の新しい育種育苗法を研究し，言丸験管内で耐塩性を

示すイネを圃場検定した。トマトの大量迅速育苗を手掛けた。環境ストレス耐性植物ソバの試験管

内大量迅速育種育苗系の開発をおこなった。

1）Hisajima　S．，Y．Kachonpadungkitti，K．Ishizuka（1993）Life　cycle　of　higher　p1ants　in　vitro，Pro－

　ceedings　of　ThaiJapan　Biotech　Seminar8，390－403，

2）Arai　M．，M．Hashiba，Y．Kachonpadungkitti，Y．Arai，S．Hisajima（1993）A　Tria1of　Induction　of

　Salt　Tolerant　P1ants　of　Pea（Pづ8〃伽8α古加〃榊L．）through　Successive　Shoot　Mu1tiplication　and　Stress

　Se1ection　In　Vitro，Bu11．Agr．＆For．Res．U．Tsukuba6，21－30．

3）Tanaka　T．，L　Osaka，M．Hashiba，Y．Yonetsu，Y．Kachonpadungkitti，H．Namai，Y．Arai，S．Hisa－

　jima（1993）Improvement　of　micropropagation　in　rice（0η2αsαム伽αL．）through　mu1tip1e　shoot　in一
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duction　from　seed　cu1tures　in　vitro，Bu11，Agr．＆For．Res．U．Tsukuba6，11－20．

4）Tanaka　T．，J．H．A1fora＊，S．Hisaji㎜a（1993）Ripening　of　rice（0η鮒8αサ加θL．）seeds　on　cu1ms

excised　after　heading，Bu1l．Agr．＆For．Res．U．Tsukuba6：1－9．

日端康雄（社会工学系）

　過去数年間にわたって調査分析してきた大都市都心住宅地の変容メカニズムについて，今年度は

東京都渋谷区神宮前地区を事例研究に取り上げ，実態調査から土地利用モデルに組み立て，住宅地

に関する土地利用規制の効果をシミュレーション分析した（公表論文1））。また，都市化のコントロー

ルに関する研究を進めているが，今回，茨城県勝田市における試みの20年間にわたる追跡調査をま

とめ（公表論文2）），さらに，地区計画規制の効果について実証的に考察した（公表論文3））。

1）日端康雄（1993）大都市都心周辺住宅地の定住政策にみられる土地利用規制の効果に関する一考

　察一東京都渋谷区神宮前地区を事例にして一，日本建築学会計画系論文報告集，448，121～ユ30．

2）日端康雄，藤枝宏之（1993）市街地の基盤整備における計画図の機能とその成立条件について一

　勝田市における試みの事例研究一，日本建築学会計画系論文報告集，449，89～99．

3）日端康雄，藤家　寛（1993）地区を単位とした計画規制の実効性について一地区計画制度決定地

　区を事例として一，日本都市計画学会学術研究論文集，28，295～300．

藤井宏一（生物科学系）

　本年度は現在継続中の科研重点領域研究「地球共生系」の代表者として研究の総括などに奔走し

た。また，米国Santa　Feでの人工生命と進化生物との接点のworkshopに招待され，持論を展開し

た。以下のトピックについて研究をした。A）寄生蜂（D伽αγ舳。bα8α1づ∫）の性比決定，種内・種問両

競争の機構。B）豆象虫（Cα〃。∫。b伽伽8。ん伽㈹｛∫他）の種内・種間両競争の機構。C）寄生蜂一豆象虫

一豆の系を用いたモデル系動態の実験的・数理的解析。E）温度変化の系動態への影響に関する実

験的・理論的研究。F）サギ類のコロニー形成の機構。

1）Nakajima＊，T．，K．Fujii（1993）Changes　in　dispersiveness　of　bacteria1popu1ations　in1ong－term

　seria1transfer　cu1tures，Bu11．Jpn．Sco．Microbia1Eco1．，8（2），73－81．

2）Tuda＊M．，K．Fujii（1993）Effects　of　temperature　increase　on　insect　community．Int．Symp．on

　G1obal　Change（IGBP）Proc．554－550．

3）Toquenaga，Y．，M，Ichinose，T．Hoshino，K．Fujii，K．（1994）Contest　and　Scrampb1e　Competitions

　in　an　Artificia1Wor1d：Genetic　Ana1ysis　with　Genetic　A1gorithms．In“Artificia1Life　III”（ed．by　C．

　G．Langton），177－199．Addison－Wesley．

4）藤井宏一編著（1994）生態学一生物のくらし一，日本放送出版協会．

5）平野耕治，藤井宏一（1993）タバココナジラミの発生の生態学的要因（1），植物防疫，47（12），

　552－557．
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松本栄次（地球科学系）

　ブラジル北東部の湿潤熱帯における熱帯ポドゾル（White　sand）の生成およびその生成域において

特徴的な地形形成プロセスについて現地調査した。また，沖縄本島にみられる類似の土壌であるフェ

イチシャの分布と生成条件に関して検討した。国連大学研究プロジェクト「人口増加，土地改変お

よび環境変化に関する共同調査」の一環として，地生態系の人工改変に関する調査をアマゾン川河

口地域の農村地域において実施した。

1）Onode＋a　S＊．，J．Wakui＊，H．Morishita＊，E．Matsumoto（1993）Seasona1variation　of　sediment

　yie1d　on　a　gent1e　s1ope　in　semi－arid　region，Tanzania，Internationa1Association　of　Hydro1ogical　Sci－

　ence，Pubication　No．217，29－37，

2）松本栄次（1994）ブラジル北東部にみる熱帯地生態系の主要類型とその人為改変，総合地誌研究

　資料センター叢書，23，1－20．

松本　宏（応用生物化学系）

1．植物のクロロフィル合成系，脂肪酸の合成系を阻害する除草剤の薬理について，特に，標的酵

　素への影響の観点から研究を進めた。

2．1993年8月にシカゴで開催されたアメリ’カ化学会に招待され「クロロフィル合成阻害剤に対す

　る植物の反応」について講演した。また，1994年3月にはスタンフォード大学から招待を受け，

　アジアの稲作における除草剤の使用に関する国際会議に参加した。

3．日本雑草学会大会（岡山），アジア太平洋雑草科学会（ブリスベン）等において最近の研究成果を

　発表した。

1）Matsumoto　H．，J，J．Lee　and　K．Ishizuka（1993）A　Rapid　and　strong　inhibition　of　protoporphyr－

　inogen　oxidase　from　severa1p1ant　species　by　oxyf1uorfen，Pestic．biochem．Physio1．47，1ユ3－118．

2）Lee　D．J、，K．Usui，H．Matsumoto　and　K．Ishizuka（1993）Mechanism　of　safening　action　of　dime－

　PiPerate　On　c10meprop　injury　in　rice　seed1ings．Weed　res．，（Japan）38，294－299．

3）Morinaka　H＊．，Y．Kitamura＊，K．Tsuzuki＊，K．Usui，H．Matsumoto　and　K，Ishizuka（1993）

　Effect　of　pyributicarb　on1ipid　metabo1ism　in　gramineous　p1ants．Weed　res．，（Japan）38，12－19．

4）Morinaka　H＊．，Y．Kitamura＊，K，Tsuzuki＊，K．Usui，H．Matsumoto　and　K．Ishizuka（1993）

　Effect　of　pyributicarb　on　squa1ene　metabo1ism　in　corn　and　soybean．Weed　res．，（Japan）38，

　167－174．

5）Matsumoto　H．and　K．Ishizuka（1993）Porphyrin　intermediates　invo1ved　in　herbicida1action　of

　5－amino1evu1inic　acid　in　Lθ舳α仰〃o｛oo吻肋．Abstracts　of14th　Asian－Pacific　Weed　Conference，90．

村　上　正　孝（社会医学系）

①環境保健サーベイランスの健康DBとして国民健康保険報酬請求書の電算化DBの有用性を立証

　した。茨城県の1980～’93のスギ花粉飛散状況と花粉症発生の有意な相関を認め，推定式が求め
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　られた。

②産業保険領域；過労と成人病の進展との関連，とくに交代制勤務の生体日周リズムヘの影響を検

　討し，順応した固体では，覚醒と睡眠に血圧リズムが対応するという知見を得た。

1）村上正孝，高橋秀人（！993）英国における環境保健サーベイランス・システム，日本公衆衛生雑

　誌，40，240～244．

2）村上正孝（1994）地域疾病構造解析，病態・生理，13，83－91、

森下豊昭（応用生物化学系）

　今年度の主な研究課題，1）渡良瀬川水系の河川水，底質および濁質中における重金属等の挙動，

2）源流域の河川水および湧水中のカドミウム濃度，3）ヘビノネゴザの羽片中の細胞壁に集積し

たカドミウムの形態分析，4）関東平野におけるスギの枯損とスギ葉中のアルミニウム濃度

森島隆晴（社会工学系）

・茨城県の委託により，常磐新線関連投資による波及効果の推計をおこなった。また，ひたちなか

　地区開発の波及効果についても推計をおこなった。

・第13回太平洋地域学会機構（PRSCO）のウィスラー大会（カナダ）で論文の報告と討論者と．してコ

　メントの発表をおこなった。また，第30回日本地域学会年次大会（於青山学院大学）で討論者とし

　てコメントの発表をおこなった。

・学内プロジェクトとして「炭素税導入によるC02排出量抑制と経済的影響」の分析研究を行った。

安田八十五（社会工学系）

　平成5年度は廃棄物問題，都市経済政策論及び霞ヶ浦問題の三分野を対象に主として研究活動を

展開した。廃棄物問題に関しては，この10年問にわたる研究成果を単著「ごみゼロ社会をめざして」

にまとめることができた。また，リサイクルのための経済政策の有効性に関する実証的研究をすす

め，廃棄物学会で発表した。その他，つくば市及び筑波大学の廃棄物システムに関しても調査研究

を続けた。都市経済政策に関しては共著の中に論文を書いた。霞ヶ浦問題に関しては，霞ヶ浦情報

センターの霞ヶ浦研究第4巻に論文を発表した。

1）安田八十五（1993），ごみゼロ社会をめざして一循環型杜会システムの構築と実践一，（単著），

　日報，pp．1～385．

2）安田八十五（！993），プレサイクルの理論と実践一ごみゼロ循環型社会の構築一，日本家政学会

　誌，44，PP．519～524．

3）安田八十五（1993），現代の都市問題と都市政策一都市経済政策の理論と実際一，経済政策（2）（応

　用），有斐閤，pp．115～153．

4）安田八十五・大宮直明・石島朝男（ユ993），高速道路における廃棄物の分別収集と再資源化のシ

　ステム開発とその評価一，第4回廃棄物学会研究発表会講演論文集，pp．97～100．
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5）安田八十五・舟木賢徳（1993），使い捨て買い物ビニール袋の有料化政策の評価一御殿場市民及

び流通業者への意識調査結果の分析から，第4回廃棄物学会研究発表会講演論文集，pp．30～36．

安’成哲三（地球科学系）

　地球気候システムの年々変動及び季節内変動に関する解析的研究及びGEWEX（全地球エネル

ギー・水循環研究観測計画）の日本の責任者としてGAME（GEWEX　Asian　Monsoon　Experiment）計

画の推進を行った。これに関連して，1）ENso（エルニーニョ／南方振動）とモンスーンの相互作用，

2）大気・陸面相互作用，3）グローバルな水循環とモンスーンを，中心的研究課題とした。

1）Morinaga，Y．，T．Yasunari（1993）Recent　g1oba1warming　and　variation　of　winter　snow　cover　in

　Japan，Science　Rgports　of　the　Institute　of　Geoscience，University　of　Tsukuba，14，49－59．

2）Yasunari．T、，S．Kodama（1993）Intraseasona1variabi1ity　of　katabatic　wind　over　east　An牛arctica

　and　p1anetary　f1ow　regime　in　the　Southern　Hemisphere，J．Geophys．Res．，98．13063－13070．

3）Tomita，T．，T．Yasunari（1993）On　the　two　types　of　ENSO，J．Meteor．Soc．Japan，71，273－284．

4）安成哲三，小池俊雄＊（1993）地球の気候とアジアモンスーンの水循環，科学，63，626－634．

5）Yasunari，T．（1994）GEWEX－re1ated　Asian　Monsoon　Experiment（GAME），Adv．Space　Res．，14，

　161－165．

6）Yatagai，A．，T．Yasunari（1994）The　precipitation　and　water　vapor　transport　over　and　around

　the　arid　and　semi－arid　of　China，Proceedings　of　Internationa1Symposium　on　HEIFE，Nov．8－11．

　1993，Kyoto，51－61．

7）安成哲三（1994）グローバルなエネルギー・水循環におけるアジアモンスーンの役割，測侯時報，

　6！，　pp．47．

横濱康繕（生物科学系）

　伊豆半島沿岸の海中林構成種褐藻コンブ科3種の分布域と光合成特性との関係：伊豆半島の西岸

は東岸に比べて水温が通年約2℃高いが，東岸には多年生のアラメおよびカジメが分布するのに対

して，西岸にはそれらに代わって一年生のアントクメが分布する。また東岸では，一般に水深4－

5mを境にして浅所側にアラメ，深所側にカジメが分布しているが，局所的には水温のやや高い部

分で浅所もカジメによって占められている。以上のように分布域の異なる3種の大型海藻について，

光合成一温度特性および光合成一光特性を比較し，住み分けのメカニズムを解析した。

1）Sartoni　G＊．，F．Cinel1i＊’，T．Hirata＊，N．Katayama＊，Y．Yokohama（1993）On　the1ack　of　green

　1ight－harvesting　pigments　and　the　extreme1y　high　ch1orophy11b／αratio　in　th6deep－water　green

　a1ga，1〕α1舳oρんツ〃〃〃o”α∬〃伽（Ch1orosphaera1es）、The　Japanese　journa1of　phyco1ogy41，327－33ユ．

2）Nobuyasu　K＊，K．Takakura寺，Y．Yokohama（ユ993）The　short－term　effect　of　seawater　di1ution　on

　the　photosynthetic　activity　of　seaweeds　growing　in　sha11ow　tide　poo1s，Photosynthetic　Response　to

　the　Environment，American　Society　of　P1ant　Physiologists219－225．
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3）片山舎予康＊，平田　徹＊，倉島　彰＊，太齋彰浩，横浜康継（1994）藻類の光合成色素の簡単な

定性分析法，藻類42，71－77．

鷲　谷　いづみ（生物科学系）

　①科学研究費重点領域研究（1）「地球共生系」のコアプロジェクト「花と昆虫の繁殖をめぐる共生」，

②総合研究（A）「陸上植物の絶滅と保全の生物学」，③一般研究（C）「光環境の時間的・空問的不均

」性が種多様性の維持に果たす役割の検討」ほか，④「河川整備基金」助成，⑤日本生命財団研究

助成，⑥「地球環境」特別プロジェクトなどの研究に従事し，⑥河川水辺の国勢調査，⑦生活・地

域流動研究（石川県）のアドバイサーを務めた

1）Tang＊，Y．，H．Koizumi＊，I．Washitani，H．Iwaki＊（1993）A　preliminary　study　on　the　photosynth－

　etic　induction　response　of　Q〃〃c％88θ〃α肋seed1ings．Journa1of　P1ant　Research　l06，219－222．

2）倉本　宣，井上　健＊，鷲谷いづみ（1993）多摩川中流の流水辺における河辺植生構成種の分布

　特性についての研究，造園学会誌，56，163－168．

3）丸井英幹・鷲谷いづみ（1993）霞ヶ浦におけるアサザの異型花柱性と種子繁殖，種生物研究，17，

　59－63．

4）鷲谷いづみ（！993）光環境の空間的不均一性と植物の可塑的形質発現，IGEシリーズ（東北大学

　遺伝生態研究センター），17，13－20．

5）鷲谷いづみ（！993）生物多様性の保全と絶滅危倶植物の繁殖生態，個体群生態学会会報，50，

　19－26．

6）鷲谷いづみ（1993）種子発芽における環境モニター生育にふさわしい場所と時を選ぶメカニズ

　ム，化学と生物，31，382－384．

7）鷲谷いづみ・大串隆之編（！993）動物と植物の利用しあう関係，平凡社，東京，286頁

8）鷲谷いづみ・森本信生＊（1993）日本の帰化生物，保育社，191頁

9）藤井宏一・前田　修・鷲谷いづみ（1994）生態学，放送大学教育振興会，印刷中

10）井上　健＊・鷲谷いづみ・倉本　宣（1993）長野県希少植物の保全に関する研究覚書，長野県植

　物研究会誌，26，1－4、

吉　川　博　也（社会工学系）

　本年度の研究活動は主として，つぎの2つである。

1）沖縄の企業，産業に関する研究

　　この5年問，沖縄の企業，産業の実態調査，企画アンケート等を実施してきたが，これをまと

　めさらに政策提言を加えて出版した。

　　吉川博也『21世紀沖縄の企業，産業戦略一交易型産業立県への挑戦』サザンプレス，1993年，

　286頁．

2）前述の研究成果の中で，幾つかの政策提言をアクション・リサーチによって，その実現化をは
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かると同時に，ミニ社会実験をすることによって，当該社会の構造，特性を明らかにする試みを

行った。

　　なお，本アクション・リサーチによって社会合意形成を図り，沖縄・中国航路の就航を成功さ

せることができた。

1）ラジオ放送，特別3時間番組の制作と放送，’93年8月22日，ラジオ沖縄．

2）ラジオ放送，’93年10月～’94年3月，毎日曜日1時問，「大交易ルネッサンス」の制作と放送．

3）上記放送を通してアンケート調査，アクション・リサーチの結果を中間報告「大交易ルネッサ

　ンス，ラジオ番組中間報告書（’93年12月）としてまとめ発刊した．

4）吉川博也「ラジオの可能一性を探る」（中，下），琉球新報’93年12月16日，17日．

5）吉川博也「中国航路，沖縄中国経済交流協会設立の意義」（上，中，下）琉球新報，’94年3月

　24日，25日，26日．
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